
年度

1 教育 戦略1 R7 取組4

新たに策定した国際化戦略方針を踏まえ、他のプログラム（教育のビジョン戦略５

取組１及び２）との関係性を整理のうえ、取組内容の見直しを行い、大学戦略本部

会議において報告すること（期日：令和７年７月開催まで）。

R7.6.4 別紙のとおり見直しを行っ

た。（R7.7）

2 教育 戦略5 R7 取組1

新たに策定した国際化戦略方針を踏まえ、他のプログラム（教育のビジョン戦略１

取組４及び教育のビジョン戦略５取組２）との関係性を整理のうえ、取組内容の見

直しを行い、大学戦略本部会議において報告すること（期日：令和７年７月開催ま

で）。

R7.6.4 別紙のとおり見直しを行っ

た。（R7.7）

3 教育 戦略5 R7 取組2

新たに策定した国際化戦略方針を踏まえ、他のプログラム（教育のビジョン戦略１

取組４及び教育のビジョン戦略５取組１）との関係性を整理のうえ、取組内容の見

直しを行い、大学戦略本部会議において報告すること（期日：令和７年７月開催ま

で）。

R7.6.4 別紙のとおり見直しを行っ

た。（R7.7）

4 （全体）

ビジョン実現のためには、各取組の「最終的な到達点」に向け、課題や計画修正を

導き出すための情報（評価）が重要となる。

ミッション・ビジョンに基づく戦略、取組、年度計画及びその到達点について、

「最終的な到達点」に達するため内容となっているか、ビジョン実現の観点から検

証・見直しを行うこと（期日：令和７年度末まで）。

R7.6.4 「将来像の構想」に伴う見

直しを別途実施予定。

「見直しの指示書」について ～成果の検証結果を、目標・戦略の見直しに反映させる仕組み～

・当該年度の進捗状況について、ビジョン実現の観点から、大学戦略本部において点検・検証を行いました。

・当該点検・検証結果に基づき、取組の責任者に対し、「見直しの指示書」として見直しを指示しました。

・当該指示書に基づき、取組の責任者において見直しを行い、その対応状況を大学戦略本部へ報告しました。

令和７年４月 令和７年度第１回大学戦略本部会議において、進捗状況を報告

令和７年５月 令和７年度第２回大学戦略本部会議において、各構成員による点検・検証結果を報告

併せて、上記「見直しの指示書」により、取組の責任者に対し見直しを指示

令和７年７月 令和７年度第４回大学戦略本部会議において、取組の責任者から対応状況を報告

令和７年１１月 令和７年度第７回大学戦略本部会議において、取組の責任者から対応状況を報告

指示日
取組

ビジョンの取組に係る進捗状況（令和６年度）

見直しの指示書

見直しの指示件数 4件

見直しの指示書

責任者による対応状況
№ ビジョン

（年度）工程
大学戦略本部による見直しの指示内容

1



ビジョンの取組に係る進捗状況に基づく見直し概要について

国際化戦略方針策定チーム

地域の未来を拓く教員及び地域人材の育成
・持続可能で多様性と包摂性のある社会の実現に向けて、実践的指導力をもった教員と地域創生の核
となる実践力を持った地域人材を育成することにより、北海道の教育力の向上と発展に貢献します。

戦略１ 実践型教員養成の実現に向けた教育改革

取組４ 海外における教育体験を通じて、教育に
関わるグローバルな視点と使命感を醸成
するためのプログラム開発

戦略５ 国際的な広い視野を持ち、持続可能で多
様性と包摂性のある社会を支える人材育
成プログラムの推進

取組１ グローバル人材育成プログラムの展開
取組２ 派遣・受入留学プログラムの充実及び

国際共修プログラムの展開

新たに策定された「北海道教育大学国際化戦略方針（令和７年４月２４日役員会決定）」に基づき、以下の戦略
１（取組４）及び戦略５（取組１・２）について、以下のとおり見直しを行う。

戦略５ 国際的な広い視野を持ち、多文化共生社
会を支える人材育成プログラムの推進

取組１ 海外の学生との交流によって国際感覚
を涵養し、国際対応力を高めるプログラ
ムの展開

【到達点】

国内外における国際感覚を涵養するための活動
（教育実践活動を含む）を通して、地域的視野に加え、
国際的視野を持って、学校、または地域社会や国際
社会で活躍できる人材を育成する。

【教育のビジョン】
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